
CD-ROM 収載の帳票の見方について 

1. 原則として、帳票は最初の項目が横軸、後の項目が縦軸、( )内は出力した条件を表します。 

（※表 1～1085 ではレイアウトの関係上、縦軸と横軸が逆転することもあります。） 

　表 1203    週透析回数（回/週）   年齢別　  （体外循環を用いた透析療法＊）

年齢 １回 ２回 ３回 ４回 ５回 ６回 ７回 合計 記載なし 総計 平均 標準偏差

15歳未満 10 10 3 13 3.00
(％) (100.0) (100.0)
15歳～ 9 51 1,222 7 1,289 118 1,407 2.95 0.27
(％) (0.7) (4.0) (94.8) (0.5) (100.0)

30歳～ 72 344 13,687 47 2 1 1 14,154 1,181 15,335 2.97 0.22
(％) (0.5) (2.4) (96.7) (0.3) (0.0) (0.0) (0.0) (100.0)
45歳～ 171 1,560 55,073 127 4 7 1 56,943 5,044 61,987 2.97 0.21

(％) (0.3) (2.7) (96.7) (0.2) (0.0) (0.0) (0.0) (100.0)
60歳～ 303 3,795 104,317 254 3 5 108,677 9,896 118,573 2.96 0.22
(％) (0.3) (3.5) (96.0) (0.2) (0.0) (0.0) (100.0)
75歳～ 290 3,313 55,151 103 4 2 1 58,864 5,554 64,418 2.94 0.27

(％) (0.5) (5.6) (93.7) (0.2) (0.0) (0.0) (0.0) (100.0)
90歳～ 40 227 2,333 2 2,602 262 2,864 2.88 0.37
(％) (1.5) (8.7) (89.7) (0.1) (100.0)

合計 885 9,290 231,793 540 13 15 3 242,539 22,058 264,597 2.96 0.23
(％) (0.4) (3.8) (95.6) (0.2) (0.0) (0.0) (0.0) (100.0)
記載なし 4 4 4 3.00

(％) (100.0) (100.0)
総計 885 9,290 231,797 540 13 15 3 242,543 22,058 264,601 2.96 0.23
(％) (0.4) (3.8) (95.6) (0.2) (0.0) (0.0) (0.0) (100.0)
平均 67.25 69.24 65.32 63.55 61.38 60.27 59.33 65.47 65.89 65.51

標準偏差 15.3 12.7 12.5 13.33 17.52 10.98 21.03 12.55 12.54 12.55

数値下のかっこ内は行方向の合計に対する％です。
＊：施設血液透析，血液透析濾過，血液濾過，血液吸着透析，在宅血液透析を含む
##L3300##  

 
2．2008 年調査項目のうち、●印は紙媒体と電子媒体共通で調査した項目、○印は電子媒体のみで

調査した項目です。よって調査母数は異なります。 

 
● 　週透析回数 ● 　リン濃度（透析前）

● 　透析時間 ○ 　リン濃度（透析後）

● 　血流量 ● 　アルブミン濃度（透析前）

● 　透析液流量 ○ 　アルブミン濃度（透析後）

● 　透析液銘柄 ● 　透析前総コレステロール濃度

● 　ダイアライザ膜面積 ● 　透析前ＣＲＰ濃度

● 　ダイアライザ膜の種類 ● 　β２－ＭＧ濃度（透析前）

● 　身長 ○ 　β２－ＭＧ濃度（透析後）

● 　体重（透析前） ○ 　ｐH(透析前）

● 　体重（透析後） ○ 　ｐH(透析後）

● 　ＢＵＮ（透析前） ● 　HCO3
－濃度（透析前）

● 　ＢＵＮ（透析後） ○ 　HCO3
－濃度（透析後）

● 　クレアチニン濃度（透析前） ● 　ヘモグロビン濃度（透析前）

● 　クレアチニン濃度（透析後） ○ 　ヘモグロビン濃度（透析後）

● 　ナトリウム濃度（透析前） ○ 　バスキュラーアクセスの種類

● 　ナトリウム濃度（透析後） ● 　心筋梗塞の既往

● 　カリウム濃度（透析前） ● 　脳出血の既往

● 　カリウム濃度（透析後） ● 　脳梗塞の既往

○ 　クロール濃度（透析前） ● 　四肢切断の有無

○ 　クロール濃度（透析後） ● 　大腿骨頸部骨折の既往

○ 　カルシウム濃度（透析前）

○ 　カルシウム濃度（透析後）  


